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故
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起
き
る
」
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’
地
震
や
火
山
の
研
究
者
を
対
象
と
す
る
共
同
通
信
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
東
日
誌
羨
感
鎚
後
お
国
と
し
て
の
防
災
対
策
の
在
り
方
は

言
娠
存
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
、
教
訓
が
生
か
せ
て
い

な
い
と
懸
念
す
る
意
見
が
、
回
答
者
の
帥
％
近
く
ざ
占
め
る
こ
と

が
四
日
、
分
か
っ
た
。
回
答
し
た
”
人
の
研
究
者
の
う
ち
鯉
人
だ

っ
た
。
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連
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事
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塞
暴
畷
力
福
島
第
１
原
｝

発
事
故
の
よ
う
に
、
地
震

や
津
波
と
原
発
事
故
が
複

合
す
る
層
騒
瀧
驍
逵
が

再
び
起
き
る
と
す
る
回
答

が
帥
％
超
に
当
た
る
蝸
人

に
上
っ
た
や
研
鍜
者
自
身

の
判
断
の
誤
り
や
、
社
会

と
の
関
わ
り
の
薄
さ
を
反

省
す
る
声
も
あ
っ
た
。
｜

ア
ン
ケ
ー
ド
は
震
災
５
・
一

年
を
き
っ
か
け
に
、
２
月
一

に
地
震
藷
活
断
層
へ
火
山

の
研
究
者
計
１
２
０
人
に

質
問
票
詮
郵
送
し
、
”
人
一

か
ら
回
答
を
得
た
。
ほ
と
一

ん
ど
湖
実
名
の
公
表
を
了
一

承
し
た
℃
地
溌
な
ど
の
専
一

門
家
に
対
象
毒
砿
つ
た
意

一

3月即日
日曜日
春分の‘日

識
調
査
の
実
施
例
は
少
な

い
。
防
災
対
策
の
現
状
に

研
究
者
が
強
い
煽
磯
感
を

抱
い
て
い
る
こ
と
が
浮
き
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月決め2,900円諾羅淵
1部120円(澗質税込み）
、静岡新聞社2016

彫
り
に
な
っ
た
。

妬
人
命
彰
が
、
想

定
を
大
き
く
上
回
る
地
震

や
災
窒
晟
岑
後
も
起
き

る
」
と
答
え
た
。
反
省
や
、

謀
題
鍾
指
摘
す
至
戸
と
し

て
「
（
自
分
の
研
究
が
）

広
く
社
会
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ

と
」
（
薊
査
威
名
蓄
屋
大

教
授
）
、
「
科
学
の
不
完

全
性
を
認
識
じ
た
」
《
砿

議総総扇霧霧頚焉
東部総局沼津市魚町l

サンフロント内
電鱈<055>962･0380’
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本
学
京
大
教
授
）
と
の
ヨ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

あ
ら
ゆ
る
事
態
に
備
え

る
こ
と
は
不
可
能
だ
が

冒
蕊
ほ
想
定
外
に
嵯
丞

な
は
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
（
纐

纈
一
起
東
幸
金
鐙
琴
と
の

意
見
も
あ
っ
た
。

一
原
発
事
故
を
契
機
に
発

一
足
し
た
原
子
力
規
制
委
冥

会
の
審
査
な
ど
、
原
発
の

規
制
に
つ
い
て
帥
％
近
い
｜

騨
蕊
霊

答
し
た
。

錘
災
を
起
こ
し
た
マ
グ
ー

ニ
チ
ユ
ー
ド
（
Ｍ
）
９
の

よ
う
な
巨
大
地
震
に
つ
い

て
、
岨
人
が
「
科
学
的
に

予
測
可
能
だ
っ
た
」
と
答

え
、
「
不
可
能
だ
っ
迄

の
７
１
公
極
上
回
っ
た
。
国

の
防
災
上
、
巨
大
地
震
を

臺
副
に
想
定
で
き
た
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
理
人

訂
％
）
が
司
能
だ
っ

た
」
と
回
答
。
科
学
的
評

価
が
確
定
し
て
い
な
い
リ

ス
ク
で
も
、
防
災
想
定
で

は
柔
軟
に
取
り
入
れ
る
べ

き
だ
と
の
考
え
が
多
く
を

占
め
た
。
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口

は
蕊
の
通
り
。

外
腱
備
え
蔵
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
霊
峰
綴
一
一
起
東
大

識
蕊
怒霜

鰐
婿
獣
起
想
定
し
よ

重
（
口
パ
ー
ト
・
ゲ
ラ

ｌ
東
犬
率
溌
掻

刃
マ
後
も
想
定
は
必
要

で
、
添
潅
》
扉
性
の
屯
で
判

断
や
行
動
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
公
罰
掴
斑
彦

東
那
鰕
競
藩
軽

塁
韮
測
濯
上
回
る
現
象

は
起
こ
ら
な
い
と
す
る
考

弛
鶴
や
火
山
鰯
研
認
者
を
対
象
に
共
伺
通
信
砿
岨
圖
逹
で
に
集
計
し
た
東
圓

本
赤
震
災
５
年
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
へ
原
発
に
お
け
る
想
定
外
の
鑿
冨
策
を
求

め
園
地
震
や
津
波
の
歴
史
に
向
き
合
う
重
要
性
を
指
摘
す
る
声
錘
あ
っ
た
。

主
涯
研
究
者
ヨ
メ
ン
ト

認
害
想
定
】
」

雪
原
発
縢
科
学
的
想
定

可
想
定
外
想
定
し
て
と

え
方
を
一
新
す
篁
霊

木
康
弘
名
首
屋
族
教
》
経
》

「
理
論
上
起
き
得
る
毛

研
究
者
震
災
、
今
の
釜
窪
で
鑑
い
４

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

は
か
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熱熱防
丞
可
能

山
需
静
岡
霧
認
違

の
は
い
つ
趣
起
き
皇
示

【
研
認
め
課
題
】

葱
学
の
歪
菫
墜
極

露
悪
垂
稽
本
篁
皐

李
藪
暹

『
現
代
地
震
学
祁
斗
蛮
謎

（
小
松
原
琢
産
業
猿
術
総

蕊
蕊
藤
森
一

合
研
究
所
主
任
研
箸
易

景
自
分
の
研
究
が
）
広

く
社
会
に
関
わ
っ
て
い
る

園
過
去
の
地
震
。
灌
波

デ
ー
気
の
欠
如
】

『
数
千
年
単
位
の
歴
史

を
考
え
る
必
要
が
あ
っ

た
」
》
《
岡
田
篤
正
京
大
名

こ
と
善
自
覚
す
る
こ
と
崖

（
騰
省
威
名
古
屋
太
教
授
）
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